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日四 幅※
A　MESSAGE　FROM　MOTHER　TERESA　FOR
STUDENTS　OF　THE　FACULTY　OF　SOCIAL
　　　　　　　　WELFARE，　RISSHO　UNIVERSITY
Ryojun　MITOMO
Faculty　of　Social　Welfare，　Rissho　University，　Japan．
　Acquiring　of　noble　spirit　is　the　fundamental　teaching　that　the　universal　religions　teach．　The　noble
spirit　in　concrete　forms　emanate　into　the　society　from　a　person　who　possesses　it．　Mother　Teresa’s　life
of　faith　and　service　in　lndia　teaches　us　What　the　emanation　of　the　noble　spirit　is　all　about．
　It　was　in　September　1995　that　the　present　author　could　get　an　opportunity　of　meeting　Mother
Teresa　for　the　first　time　at　her　mission　in　Calcutta　in　the　Eastern　part　of　lndia．　Her　small　figure　in
humble　sari　uniform　was　shining　in　the　devotion　to　the　God，　as　if　having　a　halo　around　her，　which　is
unexplainable　in　words．　Her　deeply　bent　back　was　truly　showing　her　untiring　life　of　service．　The
present　author　can　never　forget　her　gentle　voice　welcoming　the　visitor　from　a・　distant　nation，　the
touch　of　her　soft　and　tender　palms　while　shaking　hands，　and　the　sense　of　being　enveloped　in　her
lofty　love．
　　This　February，　the　present　author　could　visit　her　mission　once　again．　lt　was　for　wishing　the　first
recovery　of　bed－ridden　Mother，　and　for　delivering　a　small　amount　of　donation，　One　day，　after
returning　from　lndia，　the　present　author　received　a　message　from　her．　Receiving　a　message　for　the
students　of　newly　founded　Social　Welfare　Faculty　from　Mother　Teresa　was　an　intense　desire　of　the
present　author　for　a　long　time．　The　wish　was　granted　then．
　　This　message　from　Mother　Teresa　is　going　to　be　the　‘Message　of　Eternal　Love’for　the　students　of
this　faculty．　The　present　author，　as　an　instructor　of　the　faculty，　wishes　our　students　to　acquire　the
true　spirit　of　Social　Welfare　reflected　in　the　message，　so　that　they　can　graduate　from　this　school　with
it’
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　ノーベル平和賞（the　Nobel　Prize　for　Peace）を受賞したマザー・テレサ女史に関する書物
は，翻訳本や訪日講演集・写真集などを含めると，これまでにわが国だけでも50冊近くのもの
が刊行されている。おそらく世界中では，その何倍かのものが出版されているはずである．し
かし，彼女は，自身に関して述べられているいかなる書物もこれまで読んだことがないとい
う。彼女にとって，それらの本を読むために費やす時間が，たとえ数時間であるとしても，な
すべき「現実の業務（real　work）」を疎かにしてしまうからである1。崇高な精神は，普遍宗教
の説く根本の教えである。その崇高な精神は，それを有する者によって現実の社会に具体的な
形となって発露される。マザー・テレサ女史のこれまでのインドにおける信仰と奉仕の生活
は，崇高な精神の発露が如何なるものであるかを如実に物語ってきた。神の愛（agape）に導か
れ，神の愛に充たされ，社会にたいして，人々にたいして，自らが置かれた場所で，自らの出
来る形で神に対する「奉仕」を，彼女は遂行してきた。
　東インドのカルカッタで慈善ミッショナリー（Missionaries　of　Charity）としてひたすら神へ
の奉仕につとめる女史に，筆者が初めて出会ったのは1995年9月のことであった。質素な修道
着を身を纏った小さなその姿は，神への献身によって輝き，讐えようもないほど神々しいもの
であった。背や腰が深々とまがった彼女のその姿は，これまでの女史の弛まざる真摯な奉仕の
生活を余すところなく告げていた。遠来の訪問老に優しく声をかけ，手を差し伸べてくれたマ
ザーの，あたたかく柔らかな掌を握った時に，筆者がかつて，インド留学の時に感じた，母な
る大地の感を再び呼び起こしてくれた。
　筆者にとっての第二の故郷ともいうべきインドの大地で，神への献身にひたすらつとめるマ
ザーの姿を拝して，あらためて彼女を讃えるいかなることばももはや無用である。いま，筆者
と写真家・小林正典氏との共著になるかつて出版した書物から「母なる大地インド」の思いを
ここに引用してみたい。マザーの小さな，そして細い姿と，柔らかくあたたかな掌の温もり
が，感動とともに母なる大地のイメージに重なるからである。
　　「インド，それはわが子の悪なき成長を願い，もてるすべてを捧げ尽くす母の胸のぬくもり
に似た大地。永遠の時を今に伝え，そして生きる瞑想の大地。前後ニカ年間のインド滞在は，
わたくしに母なる大地（サンスクリット語ではプリティヴィー〔女性名詞〕）への思いを一層強
くさせた。かつての中天竺の風土は，今日，決して豊かで潤いのあるものではない。痩せた土
壌はわが母の細い姿に重なる。しかし街角の露天で買いもとめた野菜が，この土壌から滋養を
うけ，そして成長したものだとあらためて知った時に，その野菜を食むことによって勉学を続
けるわたくしは，大地のもつおおいなる慈しみを感じた。死後は肉体をこのインドの大地に返
し，そして聖なる大河に流してほしいとまで願うようになった。」〔『ブヅダの生涯』序文より・
新潮社，トンボの本〕
神への奉仕，それは苦しみ悩んでいる一人ひとりのこころの内にいる神に奉仕をすることであ
ると彼女は言う。筆者は，マザー・テレサ女史のその精神に，大乗仏教の重要な教理である
　「仏性（buddha－dhatu）」や「如来蔵（tathagata－garbha）」2と共通した思想を感じるのであ
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る．カルカッタの旧市街は喧騒の大都会である。バングラディシュからの難民も流入し，貧し
く，そして病む人々も多い。女性たちの更生や，子供たちへの救済，マザーの営む施設を訪問
した者は，誰もが，彼女の活動に胸を打たれる。
　筆者が留学中にカルカッタを訪問した時に，忘れることのできない光景をみた。それは，わ
ずか十歳ほどの男の子が，ひとの行き交う道路に30センチほどの穴を堀り，その穴に自らの頭
を埋めて土を被せ，通りすぎる人々からわずかの金銭を貰っている姿であった。足や手の萎え
た子供たちも周囲にいた。旅行者は，その光景を目にしても，憐欄の感情と僅かの施しのみで
行き過ぎる。しかし，マザーはそのカルカッタの地を生涯の神への奉仕の地としたのである。
　ここに挙げたカルカッタの様子は，決してインドを哀れんで述べているのではない。健気に
生きているインドの子供たち，かれらに対してむしろ筆者は世界のどの国も及ばない逞しさを
感じるのである。21世紀を迎えようとしている今日においても，貧困や病気は，世界から根絶
されていない。おそらくこれからも根絶されることはないであろう。それ故に，マザーの奉仕
活動は，この世に生を受けたひととして為すべき永遠の業務となるのである。
　マザーは，自らを「小さな鉛筆（atiny　pencil）」に讐えている。しかし，その鉛筆はたとえ
不完全であっても，神が思し召しのままに美しく用いてくれるのだという3。マザー・テレサ
女史とシスター達の生活は規則正しく，そして質素なものである。彼女たちは，午前4時40分
には起床し直ちにチャペルでの礼拝が始まる。礼拝の後，シンプルなインドのパン，チャパ
ティが彼女たちの朝食となる。午前8時から12時半までが，困窮者たちへの奉仕の時間であ
る。昼食を終えると瞑想と礼拝の時間となる。そして午後7時30分まで再び奉仕活動を行う。
夕べの祈りに続いて9時の夕食，就寝は9時45分である4。
　マザー・テレサ女史との邊遁は，忘れがたい思い出である。筆者は，その前年に母を葬送し
たぽかりであった。この時，女史のミッションの児童施設を訪問させてもらった。
　清掃の行き届いた部屋には，ハンディキャップを持つ子供たちが収容されていた。手や足の
萎えた小さな子供の姿は，かつてカルカッタの路上でみた子供の姿に重なった。
　女史との出会いのあった翌年，筆者は，新設の社会福祉学部の専任教員として奉職すること
になった。一方，この頃，入院を余儀なくされた女史の病状の悪化が，しばしば新聞紙上に伝
えられた。その中に，筆者の胸を熱くする記事が載せられていた。医師たちの手厚い看護にた
いして，彼女は「インドの人々になされている以上の治療行為は，自分には施さないでほし
い。」と断ったというのである。彼女のインドの人々にたいする慈愛の深さが偲ばれた。
　「どうしても，マザーのお見舞いに伺いたい。お会いできなくともいい。もし退院されお元
気になられたら，できることならば，社会福祉学部の学生諸君に，マザーからの励ましのメッ
セージをいただきたい。きっと，そのメヅセージは，学生諸君に永遠の愛の便りとなるはずで
ある。」。筆者はその気持ちを，東方研究会〔中村　元理事長〕の外国人研究員チトラ・アー
チャリや博士に語った。アーチャリや博士は，幸いにもカルカッタの出身であった。マザー・
テレサ女史の修道会にも友人がいるという。博士は，わざわざ実兄のアショク・アーチャリャ
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氏にも幾度となく足を運んでもらい，筆者の気持ちを修道会に伝えてくれたのである。
　インド留学の体験のある筆者は，女史よりの（と言うより，悠久な「時間」の観念をいだく
インドという国の事務手続きを通してのと言うべきであろう）アポイントメントが直ぐに貰え
るとは考えていなかった。インドではこうした手続きに我々の想像以上の時間がかかること
は，インド留学の体験を通して筆者はよく知っている。同時に，入試業務で多忙な時季の限ら
れた時間のなかでは，これ以上，面会の承諾を待つことができない時期にきていた。インド大
使館からビザを取得し，カルカッタ行きを2月15日，帰国は20日と決めた。
　成田発午後12時50分のエアーインディア（AI）一309便で，一路カルカッタへ向かった．途
中，バンコックでのトランジットを経て，カルカッタ空港には現地時間の18時30分に着いた。
日本との時差は一3時間半である。予約をしていたヒンドゥスタン・インターナショナルホテ
ルまではタクシーで1時間半ほどかかる。前回，筆者が滞在した宿も同じホテルであった．時
節柄，ホテルでは結婚の披露宴が繰り広げられ，賑わいを呈していた。部屋に入って，早速，
アショク・アーチャリや氏に電話で到着を告げた。氏は，翌日，ホテルに筆者を訪ねてくれる
ことになった。2月16日（日），約束の午前10時に，アーチャリや氏は筆者の部屋を訪ねた。バ
ラモン・カーストの氏は，日本からの訪問者に伝統的なブーケを持って歓迎の気持ちを表し，
終始穏やかに，わたくしの話しに耳をかたむけてくれた．
　氏は，マザーが，現在は退院し小康を得ているが，たまたま修道会の重要な会議の期間で，
誰とも会うことができないということをわたくしに告げた。筆者は，氏に，厚くお礼を述べ，
マザーに会えなくとも，僅かなドネーションをミッションに差し上げたいことと，筆老の持っ
てきた画文集rインド花巡礼』〔春秋社，1996年〕5の本を謹呈したいこと等を話した。氏は，
それでよければと，マザー・テレサ女史の修道会へ，タクシーで一緒に訪問してくれることに
なった。午前11時を過ぎていた。
　マザーのミッションへは車で15分ほどの所である。外国からの訪問者たちも遣って来てい
た。かれらに混じって，筆者は，受け付けのシスターに訪問の目的を告げた。前回，筆者が訪
問した際にマザーと撮った写真を，そのシスターに見せた。そこに居合わせたシスター達も集
まり，写真の日付とマザーの元気な姿を見て微笑あっていた。訪問の目的を告げた，その物静
かなシスターは，筆者のことを覚えてくれていた。彼女に，マザーに語るかのように，筆者の
これまでの熱い思いを全て語った。彼女は，期間中，マザーが誰とも面会できないことを申し
訳なさそうに話し，こう告げてくれた。「必ず，マザーに，この写真とともに貴方の訪問を伝え
ましょう。そして社会福祉を学ぶ，立正大学の学生の皆さんに，マザーからの祝福のメッセー
ジが届くようにはからいましょう。」
　筆者は，シスターのことばにこころから感謝をした。「もし学生たちへのメヅセージが，或い
は何かの事情で届かなくとも，もういいのです。わたくしの訪問の目的は，もう全て達しまし
た。お元気なうちにもう一度お会いしたいと思っておりましたが、シスターとお話をし，ここ
ろの内をすべて語りましたので，マザーにお会いしたも同然です。」。筆者は，帰路の車中で
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アーチャリや氏にそう告げた。
　マザー・テレサ女史からのメヅセージが，筆者のもとに届いた。3月19日のことである。女
史は，2月17日，筆者の訪問した翌日に，そのメッセージを書いてくれていた。そして何と渡
したはずの写真まで同封されており，「God　bless　you　Lee　Teresa　mc」とサインが添えられて
いた。マザーのサインは，86歳という高齢のなかでの，これまでの生死にかかわる闘病を僅か
ではあるが感じさせる。それゆえ，マザーのサインが添えられたこの手紙はより重みを増して
いる。深く感謝せずにはおれない。
　おそらく，手紙は信頼のあついシスターの一人にタイプライティングさせたものであろう。
手動式のタイプライターの文字のかすれは，これまでのマザーの公私に及ぶ多くの手紙や書類
が，そのタイプライターで打たれたものであることを物語っている。筆者の感動と興奮は未だ
消え去らない。「立正大学社会福祉学部に学ぶ学生諸君，マザーからのメッセージが届きまし
た。」，筆者は，そう声を高らかにあげて彼らに伝えたい。
「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カルカッタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1997年2月17日
　親愛なる，立正大学の社会福祉学部に学ぶ皆様へ
わたくし達の，一人ひとりに向けられた，神の，思いやりのある
人としての愛にたいして，感謝をいたしましょう。
神にとって，わたくし達は，かけがえのないものなのです。
ですから，わたくし達が出会うすべての人々にたいして
　「神の愛の運び手」となるように努力をしようではありませんか。
一わたくし達の嬉しそうな微笑みと，やさしいことぽと，差し伸べる手で一。
困っているものにたいして為す，あたなの，如何なる行為も，
それは神にたいして為すものであるということを忘れてはなりません。
何故なら，神はこう述べておられるからです。
　“あなたが，わたくしの兄弟たちの最少の者にたいして為す
如何なる行為も，それはわたくし（神）にたいして為すものなのです。”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あなた方に神のお恵みがありますように
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リー・テレサ　mc
﹈
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永遠の真理は言語表現を超えている。それを体現して生きた者をキリストと呼び，有る者は
「ブッダ（Buddha）」或いは「如来（Tathagata）1とも呼ぶ。永遠の真理，古代インドではそ
れをリタ（rta）と呼んだ。仏教では，ダルマ（dharma理法）ともいう。キリスト教の「神
（God）」も，それと同義であろうと筆者は考えている。ギリシャ神学者のなかには，クレメン
ス（Clemens　2～3世紀）のようにこうした考えを持つ者がいたし6，中世のイスラーム神秘主
義者スーフィー（＄afi）達にも，それと共通した思想の者達がいた7。永遠なるもの，ひとがそ
れを内に求める時には哲学となり，すべてを帰投した時に，ひとは宗教に思いをいたす。
　マザー・テレサ女史の言う「神」は，言語を借りて表現をした「永遠の真理り発動」のこと
であると筆者は捉えている。これは仏教であるとか，これはキリスト教であるとか，言語表現
を超えたものに与えられた，「ことば」に捕らわれてはならない8。筆者は，立正大学が仏教系
の大学であり，鎌倉時代の偉大な宗教家・日蓮（1221～1281）の生涯を貫く精神を建学の理想
としていることは，面会をした修道会のシスターにも告げた。マザー・テレサ女史は，そのこ
とを承知している。真の宗教は，みな同じものを目指している。宗教共同体や民族という枠を
越えて，人々の幸せを願い，ひとの為をはかるものであるということでは何ら相違はないので
ある。本学部の福祉の精神もまさにそこに基づいている。
　本稿は立正大学社会福祉学部紀要『人間の福祉』第2号に掲載するものなので私的なものは
避けるべきであるが，分け隔てない彼女のこころに触れていただければと思い，筆者宛の女史
からの手紙を最後に紹介したい。簡潔な文章ながら，筆者は三斜の響きを感じている。
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　　　　　　　　　　　　　　love　than　to　be　loved；　for　it　ls　by　forgetting　self　that　one
　　coD　　BLESS　　￥OZr　finds；lt　ls　by　forgiving　that　one　i＄forgiven；it　is　by　dying
　　孤．フ幅．晩that　o　wakens　to　etema臨　　A＿．
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　「親愛なる三友さんへ。先日のカルカッタへの訪問の際には，お会いできな：くて申し訳あり
ませんでした。神は，わたくしたち貧しい者にたいするあなたの寛大な贈り物を喜ばれている
ことでしょう。それと，あなたの本をいただき有り難うございました。わたくしの感謝の気持
ちを，あなたへの祈りのことばに代えます．神のお恵みがありますように。リー・テレサmc」
　「どうぞ，これからも，神の恵みのままに，愛のご奉仕をお続けくださいますように1，筆者
は，こころからそう念じている。マザーは，カルカッタでは人々にベンガル語で語るという。
ベンガル語は，マザーにとって大切なこころの疎通手段である。地球上のすべてのフランス語
を母語として語る人々よりも，ベンガル語を語る人々の数は遥に多い。筆者も，いま，ベンガ
ル語で，彼女がいつまでもお元気であられることを述べたい。「シャダー・シューシェステー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル・シャンゲー・アノン
獄藍
鵜脚^
デー・タクン（Sada　Sus－
asther　Sahge　Anande
Thakun）」。そして，マ
ザー・テレサ女史が，健康
を回復され，やすらかに彼
女の使命を全うされること
を，ここに，筆者の最も身
近ないのりのことばで祈念
したい。「南無妙法蓮華経，
三唱」合掌。
〔注〕
1　MOTHER　TERESA，　The　Authorized　Biography，　Navin　Chawla著。　Element　Books，　Inc．マサ
　チューセッツ1996年。Epiloge　p．192参照。
　　マザー・テレサ女史は1910年8月26日，ユーゴスラヴィアのスコプジェ（Skopje）に生まれた。洗
　礼を受けた幼名はAgnes。初めSacred　Heart　Churchで教育を受けるが，後にSerbo－Croatian語が
　義務として課せられる公立学校に移る。1924年，ベンガル地方を開教したYugoslav　Jesuitsについて
　の知識を得，感化を受ける。18歳の時に出家を決意。ベンガルのLoreto教会を希望するが，アイルラ
　ンドのLoreto修道院で英語を学ぶことを義務づけられる。1928年11月，インドに向かって出発。7週
　間の旅の末カルカッタに到着。！929年1月16日，ダージリンのLoreto　Novitiateにおいて沙弥尼の生
　活に入る。1931年3月24日，Loretoにおいて尼僧としてのpoverty，　chastity，　obedienceという最初の
　誓戒を受ける。後，シスター・テレサと呼ばれ，カルカッタ郊外のSt　Mar’s　Schoolの教師となり，
　1937年から校長を努めている。1939年5月24日，ダージリンにおいて最終回戒を受けMother　Teresa
　となる。1946年9月10日，「修道院を出て，貧者の中の最も貧しい者の姿をした神を愛せ」という神の
　啓示を受ける。翌1948年8月8日，バチカンがIndent　of　Exclaustrationをマザー・テレサに認めたこ
　とが伝達され，貧民の救済活動を開始する。
　　これまでのマザー・テレサ女史の受賞は数多い。彼女は，それらを自分自身のためではなく貧しい
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人々のために（not　for　herself　but　on　behalf　of　the　poor）受け，それによってこれまで以上の関心
が，彼ら貧しい人々に注がれるようになった。
1971年：the　Pope　John　XXIII　Peace　Prize
！971年：the　John　F．　Kennedy　International　Award
1973年：the　Templeton　Award　for　Progress　in　Religion
1975年：the　Albert　Schweitzer　International　Prize
1979年：the　Nobel　Peace　Prize
2　仏性（buddha－dhatu，buddha－gotra）もしくは如来蔵（tathagata－garbha）説は，仏教の平等思想に
基づいている。平等思想に基づいて理想を追求し，その結果，得られた理論大系ともいえるものであ
　る。高崎直道r如来蔵思想の形成』〔春秋社・昭和50年4月第2刷〕参照。
3　MOTHER　TERESA，　Faith　and　Compassion，The　Life　and　Work　of　Mother　Teresa，
　Raghu　Rai＆Navin　Chawla著。　Element　Books，　Inc．1996年。　p．11。
　‘1　am　nothing；Iam　but　an　instrument，　a　tiny　pencil　in　the　hands　of　the　Lord　with　which　He
writes　what　he　likes．　However　imperfect　we　are，　He　writes　beautifully．’
　　「わたくしは，何者でもありません。わたくしは，主のみ手のなかの小さな鉛筆にしかすぎないので
す。主は，その鉛筆を思し召しのままに用いてくださるのです。わたくし達がどんなに不完全であっ
　ても，主は，この上もなく〔鉛筆を〕美しく用いてくださるのです。」
4　Mother　Teresa，　Caroline　Lazo著。　Dilion　Press，　New　York　1993年。　pp．41－42参照。
　Dr．　William　Jay　Jacobsによるカルカッタのマザーハウスの日課の紹介に基づく。
5　rインド花巡礼』〔中村　元（監修）・石川　響（絵）・三友量順（文），春秋社1996年6月〕。石川
　画伯〔日本画家・日展評議員〕によって描かれた仏典に登場する懸花75種の解説を含む画文集。本書
　に登場する仏典の華花は，大本山・小湊誕生寺の新本堂格天井に納められている。日本大学国際関係
　学部のr図書館ニュース』（通巻128号）の「新刊書紹介」に採り上げられた。
6　アレクサンドリアのクレメンス（C1emens）は，ブッダ（サンスクリットBuddha，クレメンスは
　Bouttaと書いている）のうちにも，キリスト教の真理としてのロゴスが顕現されているという。以下
　に，中村博士の著書r普遍思想』上〔春秋社，1978年〕に紹介されている彼のことばを引用しておく。
　　「哲学は偉大な有用な事柄として昔から異邦人のもとで栄え，異教徒を照らし，ついにギリシア人
　のもとに達した。・…　　さてインド人の中にはBoutta（ブッダ）の教示を遵法する人々がある。か
　れは（ブッダの）神聖性の優越のゆえに，あたかも神を崇拝するかのごとくにBoutta（ブッダ）を崇
　拝した。」p．221．
　　「あらゆる哲学々派は，神の真のことばの砕片である真理の断片を含有している。」p．169．
7　中村　元『近代インドの思想』〔中村　元選集決定版31・春秋社，1996年〕第4章
　「イスラーム思想のインド的発展」pp．113－124．参照。
8　1ARF（lnternational　Association　for　Religious　Freedom）の日本チャプター事務局〔事務局長・三輪
　隆裕（清洲山王宮）日吉神社宮司）のもとに会報の原稿として送付した筆者の文章を以下に載せてお
　きたい。
　　「中村　元博土〔東方学院長，日本学士院会員〕は，普遍思想史の構築にむかって歩まれている。人
　が歩むことによって道は作られる。普遍思想への道は，人類にもとめられた道であり，真の寛容と宥
　和，共存と共生，そこに至る道が普遍思想である。その道を歩まれた人々を明らかにし，その精神を讃
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え，自らも歩むことによって普遍思想史は構築される。
　ヒマラヤ山脈の中央部に位置するエウ“エレスト（Everest）は，世界最高峰である。ヒマラヤは，サ
ンスクリット語の「雪の住所〔雪山〕（Himalaya）」の意であり，雪をいだく山の総称である。その最高
峰エヴェレストは，イギリスの測地学者の名に因んで名づけられた。現在は中国のチベット自治区と
なっているチベットとネパールとの国境に，その最高峰は箋えている。
　この峰をネパールではサガル・マタ〔サンスクリヅト語のサーガラ・マーター（Sagara　mata）〕と
呼ぶ。r母なる海」の意味である。かれらネパール人たちは，そこがかつて大海原であったことを体験
から知っている。かの山からはアンモナイト等の海の化石が採れるのである。同じ，この峰をチベッ
ト人たちはチョモランマJo　mo　glah　maと呼ぶ。
　世界の諸宗教は，ヒマラヤ山脈に喩えることができよう。その山脈は最：高峰を頂き，最高峰に連な
る。この最高峰こそが，諸々の宗教を「宗教」たらしめるものであり，「根本のことわり」である。そ
の最高峰は，様々なことばで表現される。峰を仰ぐそれぞれの人々が，かれらの歴史や体験をふまえ
て，もっとも親しい呼び名を付けたからである。
　「根本のことわり」は「真理」とも同義語である。rひとのためをはかるもの」，それが根本のことわ
りであると，中村博士は語る。民族や宗教共同体の枠をこえJひろくすべての人々のためをはかると
ころに，普遍宗教（思想）の道がある。
　真理は言語表現を超えたものである。しかしまた，わたくし達は言語という手段によって，真理に
気づかされている。真理に近づくための手段の相違，ことばの相違によって争ってはならない。仏教
では真理に気づかせるための「教え」を「巧みな手段（upaya－ka幅alya方便）」と捉える。そして手段
を絶対視してはならないと説く。
　中村博士は，もしその教えが今日に相応しくなければ，相応しいように改めなければならないと言
う。そして，もしその教えが不必要ならば，それを捨てるほどの勇気がなければならないと言う。こと
ばを超えた普遍的真理は，個別性（特殊性）をもって現実の社会に「発現」される。個別性（特殊性）
をもったことばは，普遍的真理に気づくために発せられなければならない。」　〔1997年4月20日述〕
　本稿の初校後，上智大学教授アンセルモ・マタイス博士より新刊『マザー・テレサ（「聖女」の真
実）』〔現代書林，1997年6月〕を頂戴した。マザーの素顔ほか，新修道会の設立など感銘深い叙述にあ
ふれている。マザーを知るための必読書として推薦したい。
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